
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いつもお世話になります。９月２１日は宮沢賢治の命日です。37 歳の若さで亡くなった賢治は、短命だった

人生を悟っていたかのように、「誰が誰よりどうだとか、誰の仕事がどうしたとか、そんなことを言っている

ひまがあるか？」と問いかけました。そんなひまはありません。自分がやるべきことに精進するのみですね。 

【「相殺」をした場合の領収書に印紙は必要？】 

 

「取引業者との間に、売掛金が 20万円と買掛金が 18万円ありまし

た。そこで代金を相殺して、差額の２万円を現金で受け取りました。 

領収書には 20万円と記載し、但し書き 

のところで“18万円については売掛金 

と買掛金を相殺”と書きました。このよ 

うな領収書についての印紙は、どのよう 

に取り扱ったらいいのでしょうか？」 

というご質問を、ある経営者からいただ 

きました。 

金銭または有価証券の「受取書」や「領収書」には印紙税が課税さ

れます。しかし、相殺による売掛債権の消滅を証明するものにおい

ては、印紙税は課税されません。また、相殺される金額を含めて記

載しているものについては、「相殺される金額」を明確にすれば、

相殺分は記載金額には含まれません。そのため今回のご質問では、

「相殺される金額」、つまり相殺した 18万円は記載金額には含まれ

ません。よって、領収書には 20 万円と記載されていますが、その

うちの現金で受け取った２万円が印紙税の対象となります。なお今

回の場合の印紙税は、記載金額が３万円未満については非課税です

から印紙は不要となります。ただし、たとえ相殺の事実を証明する

ために作成された領収書であっても、その事実が文書上明らかにさ

れていないときには、印紙税が課税されますので注意が必要です。 

【今月の教えてキーワード：デノミネーション】 

デノミと略され、通貨単位の呼称を一定割合引き下げて新しい通貨単位に改める意味として使われる。英語の

denomination は「通貨単位」自体を意味するので、これは日本独自の使い方といえる。たとえば、日本円を

デノミによって 100分の１に切り下げると現在の 100円が新１円となり、国内のすべての資産と負債に対して

影響を及ぼす。急激なインフレで通貨単位が大きくなり過ぎ、経済活動に支障をきたすのを避けるために行う。 

日本マクドナルドの創業者である藤田

田の言葉。経営には一貫した哲学が必

要である。自分がこうだと思ったら、

誰が何と言おうとそれを堅持していく

べきである。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人文学や雑誌、アートや建築など各分野に精通したコンシェルジュが吟味した書籍の他、

映像や音楽も圧倒的な品揃えで並びます。ハイセンスなラウンジでは珈琲を飲みながら

購入前の本を読むことができます。少子化に向け 50歳以上の成熟層をターゲットとした

上質な時間の演出を、あえて派手な宣伝を控えて成功させた戦略にも感心させられます。 

レンタルＤＶＤのツタヤが展開する『蔦屋書店』が、静かにフ

ァンを増やしています。代官山駅から約５分の洒落た施設には、 

今月の商売のヒント：【周りを楽しませ自分も楽しむ！】 
 

「辛」（つらい）に「一」（いち）を足すと「幸」という字になります。辛くても、あと一歩、もう一歩と前

に進もうという気持ちが幸せを呼び込みます。漢字にはもともとの成り立ちや由来がありますが、このよう

に「因数分解」して解釈するとまた違ったメッセージが見えてきます。 

コピーライターのひすいこうたろうさんにとって「漢字は感字」だそうで、著書 

『漢字幸せ読本』ではユニークな視点から独自に解析した漢字の意味を紹介して 

います。たとえば、「大丈夫」の３文字にはすべて「人」という字が入っています。 

あなたに何かあったとき、周りの人はあなたを支えてくれます。どんなときにも 

あなたには３人の味方がいるのです。または、「幸」を縦に読むと「＋－＝－＋」 

（プラス・マイナス・イコール・マイナス・プラス）。物事はすべてプラス・マイナスの中立で、あとはその

人がどう見るかだけ。それが「幸せ」の本質です。なかなかうまいことを言うと思いませんか。 

さて、「働く」ということを漢字の因数分解で考えてみましょう。 

「人」が「動く」と書いて「働」。しかし、やみくもに動けばいいわけではありま 

せん。「働く」＝「はたらく」＝「端」（はた）が「楽」（らく）。つまり、端が楽 

になるような動きをしたときに「働いた」と言えるようです。 

さらには「端」が「楽」しくなるように動いたら、自分も同じように楽しくなり 

ます。今の自分の行動は周囲の手助けになっているだろうか。今やっていること 

で周りが楽しくなるだろうか。このように、常に「端」が「楽」の発想を持って

動いていたら、きっと商売は上向いていくことでしょう。「人間というものは、気分が大事です。気分がくさ

っていると、立派な知恵才覚を持っている人でも、それを十分に生かせません。しかし気分が非常にいいと、

今まで気づかなかったことも考えつき、だんだん活動が増してきます」。これは松下幸之助さんの言葉です。 

「周りを楽しませ自分も楽しむ」、いついかなるときでもそんな好循環の商売をしていきたいですね。 
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眼を守るメガネ！ 
 
眼への影響が心配なブルーラ
イトは、パソコンやスマートフ
ォンなどのディスプレイから
出ています。『ＪＩＮＳ ＰＣ』
は、そんなブルーライト領域の
光を約 50％カットし、画面のち
らつきも抑える「メガネ」です。 
 ＪＩＮＳ ＰＣ     検索 

http://www.satousigeru.jp/
mailto:info@satousigeru.jp

